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はじめに

本書では、 Microsoft Remote Desktop Protocol (RDP) に基づ く 、 Sun がサポー トす
るターミナルサービスク ラ イアン ト の  Sun Ray™ Connector for Windows OS のイン
ス ト ール、 使用、 および管理の方法について説明します。

対象読者

このマニュアルは、 Windows オペレーティ ングシステムおよび Sun Ray の処理パラダ
イムに詳しいシステム管理者おびネッ ト ワーク管理者を対象にしています。 特に、 こ
のマニュアルは  Sun Ray Connector のインスト ール、 設定、 および管理に必要な情報
を  Windows 管理者に提供します。 Sun Ray サーバーの管理については、 『 Sun Ray 
Server Software 4.1 管理者マニュ アル Solaris オペレーティ ングシステム』 または
『Sun Ray Server Software 4.1 管理者マニュアル Linux オペレーテ ィ ングシステム』
を参照して ください。

Windows ターミナルサービスの管理については、 www.microsoft.com を参照して
ください。

適用範囲

このマニュアルは、 Solaris™ オペレーテ ィ ングシステムと  Linux オペレーテ ィ ング
システム上で実行される  Sun Ray Connector ソ フ ト ウェアの観点から記述されてい
ます。 Sun Ray Connector は Windows ターミナルサービスク ラ イアン ト ですが、 こ
のマニュアルは Windows ターミナルサーバーまたはそのほかの  Microsoft 製品の管
理方法については説明していません。
xi
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読みになる前に
このマニュアルでは、 ユーザーがすでにバージ ョ ン  4.1 の  Sun Ray Server Software 
が動作している  Sun Ray Server に接続された Sun Ray Desktop Unit (DTU) にアクセ
スできる状態になってお り 、 ネ ッ ト ワークが少な く と も  1 台の  Microsoft Windows 
ターミナルサーバーに接続している こ と を前提に説明します。

UNIX コマンド
このマニュアルには、 システムの停止、 システムの起動、 およびデバイスの構成など
の基本的な UNIX® コマン ド と操作手順に関する説明はあ り ません。 ただし、 このマ
ニュアルには、 Sun Ray Connector 管理に関連する特定の  Sun Ray システムコマン
ド に関する情報が含まれています。

書体と記号について

書体または記号 意味 例

AaBbCc123 コマン ド名、 フ ァ イル名、 ディ レ ク ト
リ名、 画面上のコンピュータ出力、
コー ド例。

.login フ ァ イルを編集します。

ls -a を実行します。

% You have mail.

AaBbCc123 ユーザーが入力する文字を、 画面上
のコンピュータ出力と区別して表し
ます。

% su

Password:

AaBbCc123 コマン ド行の可変部分。 実際の名前
や値と置き換えて ください。

rm filename と入力します。

『 』 参照する書名を示します。 『Solaris ユーザーマニュアル』

「 」 参照する章、 節、 または、 強調する
語を示します。

第 6 章 「データの管理」 を参照。

この操作ができるのは 「スーパー
ユーザー」 だけです。

\ 枠で囲まれたコー ド例で、 テキス ト
がページ行幅を超える場合に、 継続
を示します。

% grep ‘^#define \

  XV_VERSION_STRING’



シェルプロンプトについて

関連マニュアル

シェル プロンプト

UNIX の  C シェル machine_name%

C シェルのスーパーユーザー machine_name#

UNIX の  Bourne シェルと  Korn シェル $

スーパーユーザー (シェルの種類を問わない) #

アプリケー
ション

タイトル Part No. 

管理 Sun Ray Server Software 4.1 管理者マニュアル Solaris オペ
レーテ ィ ングシステム

820-6442

管理 Sun Ray Server Software 4.1 管理者マニュアル Linux オペ
レーテ ィ ングシステム

820-6445

インス ト ール Sun Ray Server Software 4.1 インス ト ールおよび構成マニュ
アル Solaris オペレーテ ィ ングシステム

820-6453

インス ト ール Sun Ray Server Software 4.1 インス ト ールおよび構成マニュ
アル Linux オペレーテ ィ ングシステム

820-6463

使用上の注意 
( リ リ ース
ノー ト )

Sun Ray Server Software 4.1 リ リ ース ノー ト  Solaris オペレー
テ ィ ングシステム

820-6473

使用上の注意 
( リ リ ース
ノー ト )

Sun Ray Server Software 4.1 リ リ ース ノー ト  Linux オペレー
テ ィ ングシステム

820-6483

使用上の注意 
( リ リ ース
ノー ト )

Sun Ray Connector for Windows OS Version 2.1 ご使用にあ
たって

820-6503
はじめに xiii



Sun 以外の Web サイト
このマニュアルで紹介する  Sun 以外の  Web サイ トが使用可能かど うかについては、
Sun は責任を負いません。 このよ うなサイ ト や リ ソース上、 またはこれら を経由して
利用できる コンテンツ、 広告、 製品、 またはそのほかの資料についても、 Sun は保証
しておらず、 法的責任を負いません。 また、 このよ うなサイ トや リ ソース上、 または
これら を経由して利用できる コンテンツ、 商品、 サービスの使用や、 それらへの依存
に関連して発生した実際の損害や損失、 またはその申し立てについても、 Sun は一切
の責任を負いません。

Sun のオンラインマニュアル
各言語対応版を含む Sun の各種マニュアルは、 次の  URL から表示、 印刷、 または購
入ができます。

http://docs.sun.com

コメントをお寄せください
弊社では、 マニュアルの改善に努力してお り 、 お客様から のコ メン ト およびご提案を
お受けしてお り ます。 コ メン ト は下記へお送り く ださい。

src-feedback-ext@sun.com
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第 1 章

概要

Sun Ray™ Connector for Windows OS は、 Microsoft Remote Desktop Protocol 
(RDP) に基づ く 、 Sun がサポー トするターミナルサービスク ラ イアン ト です。
Sun Ray ユーザーは、 遠隔の  Microsoft Windows ターミナルサーバー (Windows 
Terminal Server、 WTS) で動作しているアプ リ ケーシ ョ ンにアクセス可能にな り ま
す。 Windows ベースのアプ リ ケーシ ョ ンを使い慣れているユーザー、 または Sun 
Ray thin ク ラ イアン ト か ら特定の形式の ド キュ メン ト にアクセスするユーザーに非常
に便利です。 これによ り 、 ユーザーは Windows デスク ト ップにアクセスできます。
Windows デスク ト ップは、 Sun Ray 画面全体に表示されるか、 または Solaris™ 環境
や Linux 環境のウ ィ ン ド ウ内で実行されます。

Sun Ray Connector for Windows OS は、 多 く の場合 Sun Ray Windows Connector 
と呼ばれます。

アーキテクチャーの概要
ユーザーの視点で見る と、 Sun Ray Windows Connector は Sun Ray デスク ト ップと  
Windows ターミナルサーバー間の調整を行います。 図 1-1 に示すよ う に、 Sun Ray 
Windows Connector は Sun Ray サーバーに常駐して、 Remote Desktop Protocol 
(RDP) を使って Windows ターミナルサーバーと通信し、 Appliance Link Protocol™ 
(ALP) を使って Sun Ray デスク ト ップと通信します。 Sun Ray Windows Connector 
のインス ト ール後は、 ユーザーは簡単なコマン ド を入力するだけで、 よ く使用するア
プ リ ケーシ ョ ンがある  Windows ターミナルサーバーに接続できます。 コマン ド を変
更する こ とによ って、 画面サイズの指定や使用可能なプリ ンタの リ ス ト の指定など、
さ まざまな設定の変更やオプシ ョ ンに対応できます。
1



図 1-1 Sun Ray と  Windows の接続

Sun Ray  
Connector for 
Windows OS

RDP

ALP

Sun Ray 
Server 

Software

Solaris または 
Linux オペレー
ティングシステム

Sun Ray DTU (任意のモデル)

ロードバランサ
(オプション)

Windows ターミナル
サーバー 1

 セッションディレクトリ
サーバー (オプション)

Windows ターミナル
サーバー 2

Windows ターミナル
サーバー 3

Windows
サーバー
ファーム

Sun
Ray
サーバー
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機能
Sun Ray Windows Connector は、 次の機能をサポー ト します。

■ 圧縮

■ 暗号化

■ スマー ト カー ド

■ セッシ ョ ンディ レ ク ト リ

■ ローカルド ラ イブ

■ オーディオデバイス

■ ビデオプレイバッ ク

■ シ リ アルデバイス

■ プリ ンタ切り替え機能

■ ク リ ップボー ド

これら の機能については、 以降の節で説明します。

圧縮 
Sun Ray Windows Connector は、 Microsoft Point-to-Point Compression (MPPC) を
使用して、 Sun Ray Windows Connector を実行している  Sun Ray サーバーと  
Windows ターミナルサーバー間で送受信されるデータを圧縮します。

暗号化

Sun Ray Windows Connector は、 さ まざまなサイズのデータを  56 ビ ッ ト キーまたは 
128 ビ ッ ト キーで暗号化する  RSA Security 社の  RC4 暗号化方式を使用して、
Windows サーバーに転送されるすべてのデータ と  Windows サーバーから転送され
るすべてのデータをセキュ リテ ィー保護します。  

次の  4 つのレベルの暗号化を  Windows ターミナルサーバーで設定できます。

■ 低

ク ラ イアン トがサポー トする最大のキー強度に基づいて、 ク ラ イアン ト か らサー
バーへのデータがすべて暗号化されます。

■ ク ラ イアン ト互換

ク ラ イアン トがサポー トする最大のキー強度に基づいて、 ク ラ イアン ト とサー
バー間の両方向のデータがすべて暗号化されます。
第 1 章 概要 3



■ 高

サーバーの最大のキー強度に基づいて、 ク ラ イアン ト とサーバー間の両方向の
データがすべて暗号化されます。 この強度の暗号化をサポー ト していないク ラ イ
アン ト は接続できません。

■ FIPS 準拠

FIPS 準拠暗号化はサポー ト されていません1。

注 – ク ラ イアン ト か らサーバーへのデータのみを暗号化する 「低」 設定以外のデー
タ暗号化は双方向です。

スマートカード

Sun Ray Windows Connector は PC/SC フレームワークを使用して、 Windows ター
ミナルサーバー上のアプリ ケーシ ョ ンが Sun Ray DTU に挿入されたスマー ト カー ド
にアクセスできるよ う にします。 一般に、 この機能は、 デジタル証明書による二要素
認証を提供するため、 またはスマー ト カー ド に格納された電子シグニチャーやほかの
情報の使用を許可するために使用されます。

注 – スマー ト カー ド および PC/SC フレームワークは、 Solaris オペレーテ ィ ングシ
ステムでサポー ト されますが、 Linux ではサポー ト されません。  

PC/SC フレームワークの詳細については、 『PC/SC-lite リ リ ース ノー ト 』 を参照し
て ください。 この リ リ ース ノー ト は、 Sun ダウンロー ド センター (Sun Download 
Center、 SDLC) から入手可能です。

スマー ト カー ド の詳細については、 33 ページの 「スマー ト カー ド 」 および 『Sun Ray 
Server Software 4.1 管理者マニュアル』 を参照して ください。

Microsoft プラ ッ ト フ ォームでのスマー ト カー ド の使用法の詳細については、 次のサ
イ ト などで Microsoft のスマー ト カー ド のマニュアルを参照して ください。

http://technet.microsoft.com/en-us/library/cc780151.aspxhttp

1. FIPS は、 National Institute of Standards and Technology で定義された Federal Information Processing 
Standards の頭文字です。
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セッションディレクトリ

Sun Ray Windows Connector は、 (どのユーザーがどの  Windows ターミナルサー
バーで、 どのセッシ ョ ンを実行しているかを追跡するデータベースである ) セッシ ョ
ンディ レ ク ト リ と、 負荷分散情報に基づいて、 サーバーセッシ ョ ンの再接続をサポー
ト します。 セッシ ョ ンディ レ ク ト リ機能によ って、 Sun Ray Windows Connector の
ユーザーが既存の  Sun Ray セッシ ョ ンに再接続できるだけでな く 、 適切な Windows 
セッシ ョ ンにも自動的に再接続できます。

IP ア ド レス と ト ークンの両方に基づいた再接続がサポー ト されますが、 ト ークン
ベースの リダイレ ク ト では、 サーバーフ ァームと して構成されている  Windows ター
ミナルサーバーでハー ド ウェアベースのロー ドバランサを使用する必要があ り ます。
サーバーフ ァームと負荷分散を使用する こ とによ り 、 Windows ターミナルサーバー
は多数の  Sun Ray ユーザーと  DTU に対応できます。

注 – セッシ ョ ンディ レ ク ト リ対応のサーバーフ ァームに参加するには、 Windows 
ターミナルサーバーで Windows Server 2003 R2 Enterprise Edition または Windows 
Server 2003 R2 Data Center Edition を実行している必要があ り ます。 セッシ ョ ンディ
レ ク ト リは、 Microsoft 独自のまたは他社製の負荷均衡製品を使用するよ う に構成で
きるオプシ ョ ンのコンポーネン ト です。

設定、 構成、 および運用の詳細については、 次のサイ ト などで Microsoft のセッシ ョ
ンディ レ ク ト リ のマニュアルを参照して ください。

http://www.microsoft.com/windowsserver2003/techinfo/overview/
sessiondirectory.mspx

ローカルドライブのマッピング

Sun Ray の USB ポー ト に接続されたフ ラ ッシュ ド ラ イブや ZIP ド ラ イブなどの リ
ムーバブルメディ アデバイスのフ ァ イルシステムは、 Windows 環境にマップされて
ローカルのマウン ト ド ラ イブと して表示されます。 どのフ ァ イルも  Sun Ray 環境か
ら  Windows 環境にマウン ト してマップできます。

注意 – Windows のフ ァ イル名には ⁄ :*?"<>| の文字を追加できません。 これら の文
字を使用したフ ァ イルが、 リダイレ ク ト された UNIX フ ォルダに含まれていないこ
と を確認して く ださい。
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オーディオのサポート

ユーザーは Windows ターミナルサーバーにあるオーディオアプ リ ケーシ ョ ンを使っ
て、 Sun Ray デスク ト ップにある音声フ ァ イルを再生できます (ダウンス ト リ ーム
オーディオ)。 ただし、 Sun Ray デスク ト ップ装置から  Windows ターミナルサーバー
への録音 (ア ップス ト リ ームオーディオ) は、 RDP プロ ト コルではサポー ト されない
ので実装されていません。

マルチメディアのサポート

さまざまなモデルの  Sun Ray DTU のパフ ォーマンスを向上させるために、 Sun Ray 
Windows Connector のマルチメディ アコンポーネン トがビデオス ト リームを リダイレ
ク ト します。 ハー ド ウェアで H.264 および VC-1 のコーデッ クがサポー ト されている場
合、 Sun Ray 1 シ リーズ DTU では高速化された YUV パスを使用し  (図 1-2 を参照)、
Sun Ray 2 シ リーズでは高速化された H.264/VC-1 パスを使用します (図 1-3 を参照)。
そのほかのメディ ア形式に対しては、 標準の RDP パスが使用されます。 マルチメディ
ア リダイレクシ ョ ンコンポーネン トは、 Windows Media Player 10 および 11 をサポー
ト しています。

YUV ビデオ

YUVビデオ配信用に高速化されたパスによ り 、 復号化されたビデオを  Sun Ray DTU 
に配信するために必要な帯域幅が軽減され、 MPEG-1 および MPEG-2 などのビデオ
形式のプレイバッ クが向上します。 必要なビデオ形式に対する正しいソ フ ト ウェアデ
コーダが入手可能であ り 、 XVideo 拡張子を使用するよ う にソ フ ト ウェアが構成され
ている限り 、 高速化された YUV パスが自動的に使用されます。 次の  YUV 形式がサ
ポー ト されています。

■ Planar: YV12, I420

■ Packed: UYVY, YUY2

ハー ド ウェアデコーディ ング機能を持たない、 Sun Ray 1 DTU 上の  H.264 または 
VC-1 ビデオプレイバッ クは、 ソ フ ト ウェアデコーディ ングおよび高速化された  YUV 
パスを使用します (図 1-2を参照)。
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H.264 ビデオ

ベースラ インは最高レベル 2.0 までであ り 、 これは現在の  Sun Ray ハー ド ウェアに
よ ってサポー ト されている最高のプロ フ ァ イルです。 メ インプロ フ ァ イルで符号化さ
れた特定のビデオは再生可能ですが、 Sun Ray デコーダは CABAC 符号化またはデー
タ分割をサポー ト しておらず、 ハイプロ フ ァ イルス ト リ ームを復号化できません。 ス
ト リ ームがサポー ト されていない場合、 ウ ィ ン ド ウが黒 く表示されるか、 プレイヤで
エラーが発生します。

最良の結果を得るには、 最高 352x288 ピクセル (CIF) および 15 フレーム/秒 (fps) 
で、 ビデオのフ ァ イルをベースラ インプロフ ァ イルで符号化する必要があ り ます。

図 1-2 Sun Ray 1 のマルチメディ ア リダイレ クシ ョ ン

   VC-1
  (WMV9)

そのほかの
形式

WMV 以外の
形式: avi、divx、
MPEG-2、
MPEG-4 など。

    H.264
  (MPEG-4)

  標準
  RDP パス

高速化
YUV パス

 Sun Ray 1 
 シリーズ DTU

    Windows Media Player
                メディア 
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VC-1 ビデオ

Sun Ray 2 フ ァ ミ リ  DTU は、 次のレベルまでのすべてのシンプルおよびメ イン  VC-1 
プロフ ァ イルをサポー ト します。

VC-1 シンプルプロ フ ァ イル/メ インプロ フ ァ イルは Windows Media Video 9 
(WMV9) 形式と互換性があ り 、 Sun Ray 2 シ リーズ DTU のハー ド ウェアデコーディ
ングを使用します。

注 – VC-1 符号化されていない  .wmv フ ァ イルは、 高速化されたプレイバッ クを活用
できません。

表 1-1 サポー ト されている  VC-1 ビデオのレベル

プロファイル ビデオのレベル

シンプルプロ フ ァ イル、 低レベル = 15 フレーム/秒で 176x144 ピクセル (QCIF)

シンプルプロ フ ァ イル、 メ イン  レベル = 15 フレーム/秒で 352x288 ピクセル (CIF)

24 フレーム/秒で 320x240 ピクセル (QVGA)

メ インプロ フ ァ イル、 低レベル = 24 フレーム/秒で 320x240 ピクセル (QVGA)

30 フレーム/秒で 352x288 ピクセル (CIF)
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図 1-3 Sun Ray 2 のマルチメディ ア リダイレ クシ ョ ン
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セッションの再接続

サポー ト されている メディ ア形式のク リ ップの再生中に  Sun Ray Windows 
Connector セッシ ョ ンが再起動またはホッ トデスク された場合、 エラーアラー ト ボッ
クスが表示される場合があ り  (図 1-4を参照)、 ユーザーは Windows Media Player か
ら ク リ ップを再起動する必要があ り ます。

図 1-4 Media Player のエラー

シリアルポートのマッピング

Sun Ray DTU に接続されたシ リ アルデバイスに対して Windows セッシ ョ ンから ア
クセスできます。 シ リ アルデバイスは、 Sun Ray DTU 上のシ リ アルポー ト に直接接
続されるか、 シ リ アルアダプタを使って接続されます。

印刷

ローカルに接続された印刷よ り もネッ ト ワーク印刷をお勧めしますが、 接続が確立さ
れた ら、 次のいずれかを使って Windows アプリ ケーシ ョ ンから印刷できます。

■ Windows ターミナルサーバー上のネッ ト ワークプ リ ンタまたはローカルに接続さ
れたプリ ンタ

■ Sun Ray サーバー上のネッ ト ワークプリ ンタまたはローカルに接続さ れたプリ ンタ

■ Sun Ray DTU に接続されたローカルプリ ンタ

クリップボード

Sun Ray Windows Connector では、 Windows アプ リ ケーシ ョ ン と、 Linux または 
Solaris バージ ョ ンの  Sun Ray デスク ト ップで実行するアプ リ ケーシ ョ ン との間でテ
キス ト のカ ッ ト ＆ペース ト機能が使用できます。 コピー＆ペース ト は、 中国語、 日本
語、 韓国語などの複数バイ ト言語を含む、 サポー ト されているすべての言語で使用可
能です。 Sun Ray Windows Connector は、 RTF ( リ ッチテキス ト フ ォーマッ ト ) テキ
ス ト のコピー＆ペース ト機能をサポー ト していません。
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ライセンス
Sun Ray Windows Connector は、 ユーザー単位およびデバイス単位のターミナル
サーバーク ラ イアン ト アクセスラ イセンス  (Terminal Server Client Access Licenses、
TS-CAL) をサポー ト します。 デバイス単位のライセンスが Windows ターミナルサー
バーで設定されている場合、 各 Sun Ray DTU はライセンスサーバーから新しいラ イ
センスが認可されます。 ラ イセンスモー ド については、 26 ページの 「ラ イセンス
モー ド とホッ トデスク」 を参照して ください。

ラ イセンス情報は、 Sun Ray データス ト アに格納され、 Windows 接続が行われるた
びに検出および提供されます。

ラ イセンスの管理については、 utlicenseadm のマニュアルページを参照して くだ
さい。 13 ページの 「インス ト ール」  の  Microsoft のラ イセンス要件の注も参照して
ください。

制限事項
ほかの製品との依存関係が原因になっている特定の制限を次に示します。 現在の  Sun 
Ray Windows Connector の実装における制限については、 『Sun Ray Connector for 
Windows OS, バージ ョ ン  2.1 リ リ ース ノー ト 』 に記載されています。

コピー＆ペースト、カット＆ペースト

異なるアプ リ ケーシ ョ ンの制限事項によ って、 同じよ うな次の動作が発生します。

■ dtterm ウ ィ ン ド ウか ら コピー＆ペース ト操作を実行する と、 それ以降、 同じウ ィ
ン ド ウか ら  Windows アプ リ ケーシ ョ ンに行う コピー＆ペース ト操作で、 最初に行
なった操作のデータが常に示されます。

■ dtpad から  Windows アプリ ケーシ ョ ンへのカ ッ ト ＆ペース ト操作は機能しま
せん。

■ カ ッ ト ＆ペース ト のメニューオプシ ョ ンは StarOffice アプ リ ケーシ ョ ンか ら の転
送では正し く機能しません。

USB ディスク

Windows アプ リ ケーシ ョ ンを使ってアクセスしている ときに  Sun Ray DTU から  
USB ディ スクを取り外すと、 Sun Ray サーバーに無効なマウン ト ポイン ト が残り
ます。
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第 2 章

インストール

Sun Ray Connector for Windows Operating Systems Version 2.1 では、 サポー ト され
ているどのオペレーテ ィ ングシステム上でも  Sun Ray Server Software  4.1 以降が必
要です。

Sun Ray Windows Connector ソ フ ト ウェアは、 常に主データス ト アサーバー上にイ
ンス ト ールおよび構成する必要があ り ます。 そう しておかないと、 ターミナルサー
バーのライセンス とプ リ ンタ構成が格納されません。 主データス ト アサーバーを  Sun 
Ray のセッシ ョ ンのホス ト に使用しない場合でも同様です。

上記以外のインス ト ール要件には次のものがあ り ます。

■ OpenSSL － 通常、 Solaris 10 および Red Hat、 SuSE にデフ ォル ト でインス ト ール
される。 処理を進める前に、 OpenSSL がインス ト ールされている こ と を確認して
ください。

■ Windows 2003 Server (Service Pack 2 ロールア ップ2) または 
Windows XP Professional (Service Pack 3 (32 ビ ッ ト )) または 
Windows XP Professional (Service Pack 2 (64 ビ ッ ト )) 
Windows Vista

■ Windows ターミナルサービスにアクセスするために必要なすべての  Microsoft の
ラ イセンス

表 2-1 Sun Ray Windows Connector がサポー ト されるオペレーテ ィ ングシステムの
バージ ョ ン

オペレーティングシステム バージョン

SuSE Linux Enterprise Server (SLES) 10 (Service Pack 1) 以降

Red Hat Enterprise Linux Advanced Server (RHEL AS) 5 Update 1

Solaris (SPARC および x86) Solaris 10 5/08 以降

Solaris Trusted Extensions (SPARC および x86) Solaris 10 5/08 以降
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注 – Microsoft のオペレーテ ィ ングシステム製品が提供するターミナルサーバー機能
にアクセスする場合、 そのよ うな製品を使用するための追加ライセンスを購入する必
要があ り ます。 使用している  Microsoft のオペレーテ ィ ングシステム製品のライセン
ス契約書を確認して、 どのラ イセンスを入手する必要があるかを判断して ください。
現在、 ターミナルサービスに関する情報は、 次の  URL で入手できます。
http://www.microsoft.com/japan/windowsserver2003/howtobuy/licens
ing/ts2003.mspx

インストール手順 (Solaris)
● インストーラを実行する前に、Sun Ray Windows Connector を単独で使用するた

めの専用の UNIX グループを作成します。

こ こで、 group-name はこのグループに対して割り当てる名前にな り ます。 この名
前の最初の文字は英字にして ください。 ユーザーを このグループに追加しないで
ください。 グループを作成して名前を付けたら、 次の手順に従って Sun Ray 
Windows Connector をインス ト ールします。

注 – Sun Ray Connector for Windows OS の  CD-ROM をローカルで、 または リモー
トサーバーからすでにマウン ト している場合、 あるいは ESD フ ァ イルをイ メージ
ディ レ ク ト リ に抽出している場合は、 手順 4 から始めて ください。

1. スーパーユーザーとして、Sun Ray サーバー上でシェルウィンドウを開きます。

ユーザーの環境設定が引き継がれてインス ト ールスク リプ ト でエラーが発生する
こ とがあ り ます。 これを避けるには、 スーパーユーザーのログインに、 引数なし
で su コマン ド を使用する代わ り に、 次のいずれかのコマン ド を使用します。

2. Sun Ray Connector for Windows OS の CD-ROM を挿入します。

フ ァ イルマネージャーのウ ィ ン ド ウが開いている ときは、 閉じます。 フ ァ イルマ
ネージャーの  CD-ROM ウ ィ ン ド ウは、 インス ト ールに必要あ り ません。

# groupadd <group-name>

% su -

% su - root
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3. イメージディレクトリに移動します。次はその例です。

4. Sun Ray Windows Connector ソフトウェアをインストールします。

インス ト ーラか ら、 この  Sun Ray Windows Connector に使用するグループの名
前の入力を求め られます。

5. この手順の最初でこの目的のために作成したグループの名前を次のように入力し、
Enter キーまたは Return キーを押して続行します。

6. 自動構成スクリプトを実行します。

uttscadm スク リプ ト は、 SRWC プロキシデーモン  uttscpd を起動し、 デフ ォ
ル ト と してポー ト  7014 を使用して uttscpd のエン ト リ を  /etc/services フ ァ
イルに追加します。 uttscpd については、 28 ページの 「プロキシデーモン」  で
説明しています。

7. Sun Ray サービスを再起動します (スクリプトによって求められた場合)。

注 – uttscadm スク リプ トが再起動を求めない場合は、 Sun Ray サービスを再起動
する必要はあ り ません。

# cd /cdrom/cdrom0

# ./installer

Enter the name of a pre-existing group for use by Sun Ray Connector:

Enter the name of a pre-existing group for use by Sun Ray Connector: 
group-name

# /opt/SUNWuttsc/sbin/uttscadm -c

# /opt/SUNWut/sbin/utrestart
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インストール手順 (Linux)

注 – Sun Ray Windows Connector C の  CD-ROM をローカルで、 または リモー ト
サーバーからすでにマウン ト している場合、 あるいは ESD フ ァ イルをイ メージディ
レ ク ト リ に抽出している場合は、 手順 4 から始めて ください。

1. スーパーユーザーとして、Sun Ray サーバー上でシェルウィンドウを開きます。

ユーザーの環境設定が引き継がれてインス ト ールスク リプ ト でエラーが発生する
こ とがあ り ます。 これを避けるには、 スーパーユーザーのログインに、 引数なし
で su コマン ド を使用する代わ り に、 次のいずれかのコマン ド を使用します。

2. Sun Ray Connector for Windows OS の CD-ROM を挿入します。

フ ァ イルマネージャーのウ ィ ン ド ウが開いている ときは、 閉じます。 フ ァ イルマ
ネージャーの  CD-ROM ウ ィ ン ド ウは、 インス ト ールには必要あ り ません。

3. イメージディレクトリに移動します。次はその例です。

4. Sun Ray Windows Connector ソフトウェアをインストールします。

5. 自動構成スクリプトを実行します。

uttscadm スク リプ ト によ り 、 OpenSSL ラ イブラ リへのパスの入力を求め られる
場合があ り ます。

6. デフォルトのパスを受け入れるか、必要に応じて異なるパスを指定します。

7. Sun Ray サービスを再起動します (スクリプトによって求められた場合)。

% su -

% su - root

# cd /cdrom/cdrom0

# ./installer

# /opt/SUNWuttsc/sbin/uttscadm -c

# /opt/SUNWut/sbin/utrestart
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注 – uttscadm スク リプ トが再起動を求めない場合は、 Sun Ray サービスを再起動
する必要はあ り ません。

アンインストール
1. Sun Ray Windows Connector をアンインストールする前に、次のコマンドを使用

して構成解除します。

Solaris の場合、 uttscpd エン ト リが /etc/services フ ァ イルから削除され、
SRWC プロキシデーモンが停止されます。

2. Sun Ray Windows Connector ソフトウェアを削除するには、次のコマンドを入力
します。

3. 「Accept (Y/N)」プロンプトに対して Y または N で回答します。

a. 既存のインストールをそのまま残す場合は N と回答します。

または

b. 旧バージョンの Sun Ray Windows Connector ソフトウェアをアンインストー
ルする場合は Y と回答します。

# /opt/SUNWuttsc/sbin/uttscadm -u

# /opt/SUNWuttsc/sbin/uninstaller
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アップグレード手順

注 – 旧バージョ ンの  Sun Ray Windows Connector から アッ プグレード するには、 次の
手順に従っ てインスト ーラおよび uttscadm 構成スク リ プト を実行してく ださい。

1. Sun Ray Windows Connector CD-ROM のイメージディレクトリに移動します。
次はその例です。

2. Sun Ray Windows Connector ソフトウェアをインストールします。

インス ト ーラのスク リプ ト によ り 、 すでにシステムにインス ト ールされている  
Sun Ray Windows Connector ソ フ ト ウェアのバージ ョ ンが表示されます。 次はそ
の例です。

3. 「Accept (Y/N)」プロンプトに対して Y または N で回答します。

a. 既存のインストールをそのまま残す場合は N と回答します。

または

b. 旧バージョンの Sun Ray Windows Connector ソフトウェアをアンインストー
ルし、新バージョンをインストールする場合は Y と回答します。

既存の  Sun Ray データスト アがアッ プグレード 手順によっ て削除されたり 、 変
更さ れたり するこ と はあり ません。

4. 自動構成スクリプトを再度実行します。

# cd /cdrom/cdrom0

# ./installer

Sun Ray Connector 2.0 is currently installed.
Do you want to uninstall it
and install Sun Ray Connector 2.1?
Accept (Y/N):

# /opt/SUNWuttsc/sbin/uttscadm -c
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マルチメディアリダイレクション
さまざまなモデルの  Sun Ray DTU のパフ ォーマンスを向上させるために、 マルチメ
ディ アコンポーネン トがビデオス ト リ ームを リダイレ ク ト します。 これは、
Windows 2003 および Windows XP 上で動作している  Windows Media Player 10 ま
たは 11、 および次の項目をサポー ト しています。 これら のすべては、 H.264 や VC-1 
および圧縮解除された YUV ス ト リームを遮断します。

マルチメディ アコンポーネン ト は、 SRWC イ メージの Supplemental/SunMMR の  
Supplemental セクシ ョ ンにあ り ます。  

インストールと登録

マルチメディ アコンポーネン ト をインス ト ールおよび登録するには、 次の手順に従い
ます。

1. インストール先の Windows サーバーで setup.exe を実行します。

2. インストール中に「Everyone」オプションを選択します。

H.264 の追加要件 (MPEG-4)
マルチメディ アコンポーネン ト には、 H.264 (MPEG-4) ス ト リ ームのオーディオ/ビ
デオデマルチプレクサおよびデコーダは含まれていませんが、 フ リ ーウェア と して、
またはサー ドパーテ ィーか ら入手可能です。 MPEG-4 ビデオス ト リ ームを適切に高速
化するためには、 サー ド パーテ ィーまたはフ リーウェアのソ リ ューシ ョ ンをい く つか
ダウンロー ドする必要があ り ます。 その  1 つに、 次のフ リーウェアをダウンロー ドす
る方法があ り ます。

名前 説明

Sun Video Renderer Microsoft DirectShow フ ィルタ

Sun Audio Renderer Microsoft DirectShow フ ィルタ

Sun DMO DirectX Media Object (DMO) コンポーネン ト
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■ MatroskaSplitter:
http://haali.cs.msu.ru/mkv/

および

■ ffDShow: 
http://sourceforge.net/project/showfiles.php?group_id=173941

MatroskaSplitter や ffDShow の代わ り に、 MainConcept のコーデッ クなどサー ド
パーテ ィーのコーデッ クを使用できます。

■ MainConcept コーデッ ク :
http://www.mainconcept.com

 (Codec SDK を選択して ください)

MainConcept コーデッ クで必要なものは次のとお りです。  

■ MPEG スプ リ ッ タ

■ MPEG デコーダ

■ MP4 スプ リ ッ タ

■ MP4 デコーダ

■ H.264 デコーダ

注 – そのほかの多 く のソ リ ューシ ョ ン も可能ですが、 こ こ にすべてを一覧表示する
こ とはできません。

Xinerama の制限

Xinerama セッシ ョ ンでは、 DTU 上にある  H264 および VC-1 はサポー ト されていま
せん。 Xinerama セッシ ョ ンでは、 ビデオウ ィ ン ド ウは 1 つの  DTU から別の  DTU に
ド ラ ッグされるか、 複数の  DTU にわたる場合があ り ますが、 H264 および VC-1 の
オーディオ/ビデオの同期のサポー ト は主 DTU に制限されてお り 、 DTU 間でのビデ
オの同期はできません。 H264 および VC-1 ビデオは、 Sun Ray 1 DTU で描画される
場合と同じ方法でアプリ ケーシ ョ ンによ って描画されます。

Xinerama の詳細については、 『Sun Ray Server Software 4.1 管理者マニュアル』
を参照して ください。
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第 3 章

Sun Ray Connector for Windows OS 
の使用

Sun Ray Windows Connector ソ フ ト ウェアのインス ト ールが完了したあとで、 次の
コマン ド入力して希望する  Windows ターミナルサーバーに接続します。

Windows ターミナルサーバーが Sun Ray デスク ト ップと同じ ド メ インにある場合、
ド メ イン名を指定する必要はあ り ません。 ただし、 hostname.domain の代わ り に完全
な IP ア ド レスを使用してもかまいません。

コマンド行オプション
Windows ターミナルサーバーの名前とア ド レス以外のオプシ ョ ンを指定しないで 
uttsc コマン ド を実行する と、 Sun Ray DTU 上に  Windows セッシ ョ ンが表示され
ます (図 3-1 を参照)。 デフ ォル ト の画面サイズは 640 x 480 ピクセルです。

全画面モー ドでセッシ ョ ンを表示する、 またはほかの方法でセッシ ョ ンを表示するよ
う に変更するには、 uttsc マニュアルページに一覧表示されるコマン ド行オプシ ョ
ンを参照して く ださい。

ユーザーが man コマン ド に直接アクセスできるよ う にするには、 ユーザーの  man パ
スに次のエン ト リ を追加します。

ユーザーは次のコマン ド によ ってマニュアルページを表示できます。

% /opt/SUNWuttsc/bin/uttsc <options> <hostname.domain>

/opt/SUNWuttsc/man

% man uttsc
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ユーザーは次のコマン ド によ ってマニュアルページを表示できます。

図 3-1 Solaris ウ ィ ン ド ウで実行される  Windows セッシ ョ ン

指定するオプシ ョ ンによ って、 Windows セッシ ョ ンを画面全体に表示した り 、 この
例に示すよ う に  Linux または Solaris ウ ィ ン ド ウ内で実行した りできます。 すべての
オプシ ョ ンの一覧は、 uttsc のマニュアルページを参照して ください。

% man uttsc
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グラフィカルユーザーインタフェース 
(GUI)
この時点では Sun Ray Windows Connector でグラ フ ィ カルユーザーインタフ ェース
を使用できませんが、 デスク ト ップアイ コンまたはメニュー項目によ って Windows 
セッシ ョ ンに接続できるよ う にする起動プログラムを設定できます。

起動プログラムの設定方法の詳細については、 オペレーテ ィ ングシステムのマニュア
ルを参照して く ださい。
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第 4 章

管理

Sun Ray Windows Connector では管理はほとんど必要あ り ませんが、 管理者は次の
問題、 推奨事項、 および構成の手順について注意して ください。

圧縮と暗号
デフ ォル ト では、 圧縮が有効になっています。 CLI オプシ ョ ンによ って接続ごとに圧
縮を無効にする こ とができます。 たとえば、 次のよ う に圧縮を無効にします。

暗号については、 管理者は使用可能なレベルを選択する必要があ り 、 レベルの選択
後、 それに応じて Windows ターミナルサーバーを構成できます
(3 ページの 「暗号化」 を参照)。

JDS 統合パッケージ
Solaris オペレーテ ィ ングシステム用の  Sun Java™ Desktop System (JDS) 統合パッ
ケージは、 uttscwrap とい う  CLI を提供します。 これは Solaris 10 上での  Sun Ray 
Windows Connector と  JDS デスク ト ップの統合を向上させます。 JDS 統合パッケー
ジは、 Sun Ray Windows Connector ソフ ト ウェアイ メージの  Supplemental フ ォル
ダに含まれています。

uttscwrap を実行する と、 パスワー ド ベースの認証のための資格 
(username/domain/password) を入力できるログインダイアログが表示されます。 資格
は、 続いて実行される処理のダイアログから保存できます。 次回の起動時には、 資格
があ らかじめダイアログに入力されています。

% /opt/SUNWuttsc/bin/uttsc -z <hostname.domain>
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注 – uttscwrap は、 パスワー ド ベースの認証で資格をキャ ッシュする目的のみで設
計されています。 スマー ト カー ド の認証では使用できません。
スマー ト カー ド認証では、 Sun Ray Windows Connector を直接使用して く ださい  
(/opt/SUNWuttsc/bin/uttsc)。

資格は、 Windows サーバーとアプリ ケーシ ョ ンの組み合わせごとに、 別々に保存さ
れます。 これによ り 、 次のよ う にさまざまな資格を保存する こ とが可能にな り ます。

■ 同一のサーバー上の異なるアプ リ ケーシ ョ ン用

■ 異なるサーバー上の異なるアプ リ ケーシ ョ ン用

■ アプ リ ケーシ ョ ンが起動していない異なるサーバーセッシ ョ ン用

サーバーとアプ リ ケーシ ョ ンの組み合わせ用に新し く保存された資格はすべて、 以前
に保存された資格に置き換わ り ます。

さ まざまな Windows サーバー上で Windows Terminal Services セッシ ョ ンまたは 
Windows アプ リ ケーシ ョ ンのいずれかを起動するよ う にデスク ト ップまたはメ
ニュー起動プログラムが定義されている ときは、 uttscwrap を使用して ください。

uttscwrap を使用して Sun Ray Windows Connector を起動するには、 uttsc コマ
ン ド行で指定する引数と同じ引数を  uttscwrap コマン ド行に指定します。

ライセンス
ラ イセンスは、 utlicenseadm CLI を使って管理できます。 ラ イセンスの管理機能
には、 一覧表示と削除があ り ます。 詳細は、 utlicenseadm のマニュアルページを
参照して く ださい。

Microsoft ターミナルサービスのラ イセンス情報は、 既存の  LDAP スキーマを使用し
て、 Windows セッシ ョ ン起動時に自動的に  Sun Ray データス ト アに格納されます。
管理者による設定または介入の必要はあ り ません。

ライセンスモードとホットデスク

Terminal Server Client Access Licenses は、 Windows ターミナルサーバーに関して
ユーザー単位とデバイス単位の  2 つのモー ドで設定できます。 ユーザー単位モー ドで
は、 ユーザーによるホッ トデスクが仮想的にシームレスに行われます。 デバイス単位
モー ドでは、 TS-CAL ラ イセンスが正し く処理されるよ う に、 ユーザーが異なる  
DTU にホッ トデスクを行うごとに再認証が必要にな り ます。  

ユーザーのホッ トデスク操作の相違点の概要は次のとお りです。  
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ユーザー単位モード

ユーザーはスマー ト カー ド によ って Sun Ray セッシ ョ ンにログインし、 Windows 
セッシ ョ ンに接続します。

1. ユーザーはスマー ト カー ド をいったん取り出し、 それを同じ  DTU に挿入し直し
ます。

2. ユーザーはスマー ト カー ド を取り出し、 それを異なる  DTU に挿入します。

どち ら の場合も、 ユーザーは瞬時に既存の  Windows セッシ ョ ンに再接続され、 ほか
の機能およびサービスは影響を受けません。

デバイス単位モード

ユーザーはスマー ト カー ド によ って Sun Ray セッシ ョ ンにログインし、 Windows 
セッシ ョ ンに接続します。

1. ユーザーはスマー ト カー ド をいったん取り出し、 それを同じ  DTU に挿入し直し
ます。

ユーザーは瞬時に既存の  Windows セッシ ョ ンに再接続されます。

2. ユーザーはスマー ト カー ド を取り出し、 それを異なる  DTU に挿入します。

ユーザーは Windows のログイン画面でユーザー名とパスワー ド の入力を求め ら
れ、 そのあとに既存の  Windows セッシ ョ ンに再接続されます。 そのほかの機能お
よびサービスはそれと同様の影響を受けます。 次はその例です。

■ Windows セッシ ョ ン上でアプ リ ケーシ ョ ンがアクテ ィブなままであ っても、
Windows Media Player がオーディオ/ビデオのフ ァ イルの再生を停止します。
ユーザーは再度オーディオ/ビデオのフ ァ イルを再生する必要があ り ます。

■ シ リ アルポー ト転送はすべて停止します。

ただし、 指定したコマン ド行オプシ ョ ンはすべて有効なままです。

注 – uttsc コマン ド には、 ホッ トデスク イベン ト の検出時に  Sun Ray Windows 
Connector が切断されないよ う にできる  CLI オプシ ョ ン  (-O) があ り ます。

注意 – -O オプシ ョ ンを使用する と、 ホッ トデスク イベン トが発生したときに  Sun 
Ray Windows Connector は切り離した り再接続した り しません。 また、 別の  DTU 
のラ イセンスを更新しません。 その代わ り に、 最初の  DTU への接続で許可された元
のラ イセンスを使用します。 これによ り 、 Microsoft ターミナルサーバーのラ イセン
ス契約に違反してしま う可能性があ り ます。 ラ イセンスに完全に準拠するためにも、
-O オプシ ョ ンの使用に関しては十分ご留意ください。
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負荷分散
ターミナルサービスセッシ ョ ンの負荷分散は、 Windows ターミナルサーバーによ り
透過的に処理されます。 詳細については、 次のサイ ト にある  Microsoft のマニュアル
を参照して ください。
http://www.microsoft.com/windowsserver2003/technologies/clustering/
default.mspx

プロキシデーモン
Solaris の場合のみ、 Sun Ray Windows Connector は、 uttscpd とい う名前のデーモ
ンプロセスを使用して Sun Ray データス ト ア とのや り取り のプロキシと して機能し
ます。 デフ ォル ト ではポー ト  7014 が使用されます。 対応するコマン ド  
uttscrestart によ って、 管理者は uttscpd を再起動できます。

インスト ール時に、 プロ キシデーモンおよび Connector バイナリ をインスト ールす
る有効な既存の  UNIX グループの指定を求めら れます。 こ のグループは、
Connector と プロ キシ間のセキュ リ ティ ー保護さ れている接続の確立のために使用
さ れます。 プロ キシは、 バイナリ から の接続を検証し 、 こ のグループに属する場合
にのみ接続を許可し ます。 ユーザーやそのほかのコ ンポーネント にこ のグループを
使用し ないでく ださ い。

注 – uttscpd デーモンを再起動しても、 既存の  Sun Ray Windows Connector セッ
シ ョ ンには影響しません。

印刷
Sun Ray Windows Connector は、 次のプ リ ンタへの出力をサポー ト します。

■ Windows サーバー上で表示されるネッ ト ワークプ リ ンタ

■ Sun Ray サーバー上で表示されるネッ ト ワークプリ ンタ

■ Windows サーバーに接続されたローカルプリ ンタ

■ Sun Ray サーバーに接続されたローカルプリ ンタ

■ DTU に接続されたローカルプリ ンタ
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注 – ネッ ト ワークプリ ンタはホッ トデスクの影響を受けません。 DTU に接続された
プリ ンタは、 同じ  Sun Ray サーバーに接続された任意の  DTU から の印刷に使用可能
です。  

プリンタ構成のキャッシュ

Sun Ray サーバーは、 ユーザーが Windows ターミナルサーバーで設定したプリ ンタ
構成のキャ ッシュを  Sun Ray データス ト アに保持します。 ユーザーが Sun Ray 
Windows Connector を使用して再接続する ときに、 Sun Ray サーバーがその該当す
る構成を  Windows ターミナルサーバーに提供します。  

uttscprinteradm CLI は、 管理者がこの情報を管理する場合に役立ちます。 使用可
能な情報を一覧表示した り 、 ユーザーまたはプリ ンタを削除したときにク リーンア ッ
プを実行した りする場合に使用できます。 詳細は、 uttscprinteradm のマニュア
ルページを参照して ください。

印刷待ち行列の設定

Windows 環境でのプリ ンタ設定については、 このマニュアルでは説明していませ
ん。 Solaris 用および Linux 用のプリ ンタ設定の要件について、 次に説明します。  

Windows ターミナルサーバーセッシ ョ ンは、 Sun Ray Windows Connector の起動時
にコマン ド行で指定した印刷待ち行列だけを認識します。 印刷待ち行列を変更するに
は、 コマン ド行に指定した関連する印刷待ち行列によ って Sun Ray Windows 
Connector を再起動します。

注 – これら の手順は raw 印刷待ち行列に関係します。 1PostScript ド ラ イバの待ち行
列を設定する手順については、 オペレーテ ィ ングシステムのマニュアルを確認して く
ださい。 lp と  lpadmin のマニュアルページも参照して ください。

1. Solaris または Linux の印刷待ち行列が印刷ド ラ イバを使って設定されている場合、 lp ユーテ ィ リテ ィ ー
は、 プ リ ンタに リダイレ ク ト する前に処理するために印刷データを ド ラ イバに送信します。 印刷待ち行列
が ド ラ イバを使用しないで設定されている場合、 lp は処理されていないまたは raw のデータをプ リ ンタに
送信します。 プ リ ンタ ド ラ イバを使用しないで設定された印刷待ち行列は、 raw 印刷待ち行列と呼ばれ
ます。
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Solaris の印刷

Solaris が動作している  Sun Ray サーバーで raw 印刷待ち行列を設定するには、 次の
手順を実行します。

1. lpadmin コマンドを使って、プリンタとプリンタデバイスノードを指定します。

2. 印刷待ち行列を有効にします。

3. 印刷待ち行列を許可します。

Linux の印刷

サポー ト される種類の  Linux が動作している  Sun Ray サーバーで raw 印刷待ち行列
を設定するには、 次の手順を実行します。

1. /etc/cups/mime.convs ファイル内で、次の行をコメント解除します。

2. /etc/cups/mime.types ファイル内で、次の行をコメント解除します。

3. cups デーモンを再起動します。

# /usr/sbin/lpadmin -p <printer-name> -v \
/tmp/SUNWut/units/IEEE802.<mac-address>/dev/printers/<device node>

# /usr/bin/enable <printer-name>

# /usr/sbin/accept <printer-name>

application/octet-stream        application/vnd.cups-raw        0 -

application/octet-stream

# /etc/init.d/cups restart
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4. /dev/usb にある Sun Ray プリンタノードへのソフトリンクを作成します。

たとえば、 デバイス ノー ドが 
/tmp/SUNWut/units/IEEE802. <mac-address>/dev/printers/<device node> 
の場合、 次のコマン ド を使用します。

印刷待ち行列の作成時に、 このソフ ト リ ン ク  (/dev/usb/sunray-printer) を
デバイスの  URI と して使用します。

注 – 再起動後にソフ ト リ ン ク を再作成するだけでな く  /dev/usb ディ レ ク ト リ の作
成が必要なこ と もあ り ます。

5. 手順を完了するには、raw 印刷待ち行列を設定します。

6. SuSE Linux でこの手順を完了するには、次の手順を実行します。

a. /etc/cups/cupsd.conf を更新して、RunAsUser プロパティーを No に設
定します。

b. cups デーモンを再起動します。

# ln -s \
/tmp/SUNWut/units/IEEE802.<mac-address>/dev/printers/<device node> \
/dev/usb/sunray-printer

# /usr/sbin/lpadmin -p <printer-name> -E -v usb:/dev/usb/sunray-printer

# /etc/init.d/cups restart
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Sun Ray プリンタを Windows で使用可能にする

Sun Ray に接続されたプリ ンタを  Windows セッシ ョ ンで使用可能にするには、 対応
する  Sun Ray の raw 印刷待ち行列をコマン ド行で指定します。 プ リ ンタデータが 
Windows サーバー上に作成されるので、 プ リ ンタの  Windows ド ラ イバ名を指定
し、 それを  Windows サーバーにインス ト ールする こ とが重要です。 ド ラ イバを指定
しないでプリ ンタを使用可能にしている場合、 Sun Ray Windows Connector はデ
フ ォル ト で Ｐ ostScript ド ラ イバを使用します。  

ヒント – プリ ンタの ド ラ イバ名を見つけるには、 Windows レジス ト リ キー
の MyComputer/HKEY_LOCAL_MACHINE/System/CurrentControlSet/Control
/Print/Environments/Windows NT x86/Drivers/Version-3 を確認します。
システムにインス ト ールされているプ リ ンタ ド ラ イバがすべて、 この リ ス ト に載って
います。

● プリンタの Windows ドライバを指定するには、次のように入力します。

● ドライバを指定しないでプリンタを使用可能にするには、次のように入力します。

● 複数のプリンタを使用可能にするには、次のように入力します。

% /opt/SUWuttsc/bin/uttsc -r printer:<printername>=<driver name> <hostname.domain>

% /opt/SUWuttsc/bin/uttsc -r printer:<printername> <hostname.domain>

% /opt/SUWuttsc/bin/uttsc -r printer:<printer1>=<driver1>,<printer2>=<driver2> <hostname.domain>
32 Sun Ray Connector for Windows Operating Systems 2.1 インストールおよび管理マニュアル • 2008 年 10 月



セッションディレクトリ
セッシ ョ ンディ レ ク ト リ機能は、 Sun Ray 管理者による構成または管理を必要と しま
せん。 Windows 管理者には、 ユーザーを  Windows ターミナルサーバーに直接接続
させるか、 またはロー ドバランサを使用して接続させるかなどの構成オプシ ョ ンがあ
り ますが、 これら のオプシ ョ ンについてはこ こでは説明しません。 詳細については、
Microsoft のマニュアルを参照して ください。

スマートカード
ホッ トデスクなど、 通常の  Sun Ray のスマー ト カー ド機能システムに加えて、 Sun 
Ray Windows Connector では、 次のスマー ト カー ド の追加機能が使用可能です。

■ アクセス制御の強力な二要素認証

■ PIN ベースのログイン

■ Windows ベースの電子メールク ラ イアン ト か ら の電子メールメ ッセージの電子署
名、 暗号化、 および復号化

この目的のために、 Sun Ray Connector は Sun Ray サーバー上の  Sun Ray PC/SC-
lite フレームワーク、 および Windows ターミナルサーバー上のスマー ト カー ド ミ ド
ルウェアを使用します。

デフ ォル ト では、 スマー ト カー ド リダイレ ク ト が無効になっています。 次の  CLI オ
プシ ョ ンによ って接続ごとに有効にする こ とができます。

% /opt/SUNWuttsc/bin/uttsc -r scard:on <hostname.domain>
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Sun Ray Windows Connector を使用して、 Windows でのスマー ト カー ド による ログ
インを設定するには、 次の手順を実行します。

1. Windows サーバー上に Active Directory および CA (Certification Authority: 認証局) 
を設定します。

2. PC/SC フレームワークをインストールします。 

詳細は、 『PC/SC-lite リ リ ース ノー ト 』 を参照して ください。 この リ リ ース ノー
ト は、 Sun ダウンロー ド センター (Sun Download Center、 SDLC) からダウン
ロー ドできます。

3. Windows ターミナルサーバーにスマートカードのミドルウェア製品をインストー
ルします。

注 – ActivClient の ミ ドルウェアを使用する場合は、 Windows サーバー上で 
ActivClient ユーザーコンソールを使って 「Disable PIN Obfuscation」 を 「Yes」 に設
定します。

4. Windows サーバーに接続された Sun Ray Token Reader または External Smart Card 
Reader のいずれかを使用して、必要な証明書をスマートカードに登録します。
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ï付録 A

Windows にアクセスするための 
Solaris Trusted Extensions の構成

Sun Ray Windows Connector が Solaris Trusted Extensions サーバー上で正常に機能
するためには、 アクセスを受ける  Windows ターミナルサーバーを適切なレベルで使
用できるよ う にします。

1. public テンプレートで Windows ターミナルサーバーを使用可能にします。

a. Solaris 管理コンソール (Solaris Management Console、SMC) を起動します。  

b. 「管理ツール」で次のように選択します。

i. hostname:Scope=Files, Policy=TSOL を選択します。

ii. 「システム構成」->「コンピュータとネットワーク」->「セキュリティー
テンプレート」->「Public」を選択します。

c. メニューバーから「アクション」->「プロパティー」->「テンプレートに割り
当てられたホスト」を選択します。

d. 「ホスト」を選択します。

e. Windows ターミナルサーバーの IP アドレスを入力します (たとえば、
10.6.100.100)。

f. 「追加」をクリックします。

g. 「了解」をクリックします。

2. ポート 7014 を uttscpd デーモンの共有マルチレベルポートとして設定します。

a. Solaris 管理コンソール (SMC) をまだ起動していない場合、起動します。  

# smc &

# smc &
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b. hostname:Scope=Files, Policy=TSOL を選択します。

c. 「システム構成」->「コンピュータとネットワーク」->「トラステッドネット
ワークゾーン」->「大域」を選択します。

d. メニューバーから「アクション」->「プロパティー」を選択します。

e. ポートを有効にするには、「共有 IP アドレスのマルチレベルポート」の下の
「追加」をクリックします。

f. 「ポート番号」に 7014 を追加し、「プロトコル」として「TCP」を選択し、
「了解」をクリックします。

g. 次のコマンドを実行することによって、ネットワークサービスを再起動し
ます。

h. 次のコマンドを実行することによって、このポートが共有ポートとして表示さ
れることを確認します。

3. uttscpd デーモンのエントリを作成します。

SRWC プロキシデーモンの  /etc/services フ ァ イルエン ト リは、 大域ゾーンで
は構成時に自動的に作成されますが、 ローカルゾーンでは該当するエン ト リ を作
成する必要があ り ます。

a. Sun Ray Windows Connector が起動される各ローカルゾーンで該当するエン
トリを作成します。

これら のエン ト リは手動で作成する こ と も、 読み取り アクセス許可のために大
域ゾーンの /etc/services フ ァ イルをローカルゾーンにループバッ クマウ
ン トする こ とで作成する こ と もできます。

b. このエントリを手動で作成するには、次のエントリを挿入してローカルゾーン
のファイルを編集します。

4. Sun Ray サーバーを再起動します。

# svcadm restart svc:/network/tnctl

 # /usr/sbin/tninfo -m global

uttscpd 7014/tcp # SRWC proxy daemon

# /usr/sbin/reboot
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付録 B

キオスクセッション

Sun Ray Windows Connector のキオスクモー ド 1セッシ ョ ンでは、 管理者は、 一般的
にユーザーが 1 つのアプ リ ケーシ ョ ンだけを使用する と想定される状況、 またはセ
キュ リテ ィーが特に重要である状況において、 制限されたアプ リ ケーシ ョ ンセッ ト に
アクセスする  DTU のグループを設定できます。 キオスクモー ドでは、 Sun Ray DTU 
は Windows ベースのターミナルと同様に動作し、 ユーザーは Solaris ログインまた
は Linux ログイン と対話しません。

キオスクモー ド セッシ ョ ンのコアコンポーネン ト は次のとお りです。  

■ キオスクセッシ ョ ンサービス ・ セッシ ョ ン記述子 
(/etc/opt/SUNWkio/sessions/uttsc.conf) 

■ キオスクセッシ ョ ンサービス ・ セッシ ョ ンスク リプ ト  
(/etc/opt/SUNWkio/sessions/uttsc/uttsc) 

追加されたアプ リ ケーシ ョ ンはサポー ト されません。

セッション記述子

セッシ ョ ン記述子は、 セッシ ョ ンの管理および起動に役立つ多数の属性を定義しま
す。 次のよ うな記述子があ り ます。

詳細については、 38 ページの 「セッシ ョ ンスク リプ ト の引数」 を参照してく ださい。

1. 同様の機能の以前の実装は、 ア クセス制御モー ド  (Controlled Access Mode、 CAM) と呼ばれていました。

表 B-1 キオスクセッシ ョ ン記述子

記述子 説明

KIOSK_SESSION_EXEC セッシ ョ ンスク リプ ト の場所を指定します。

KIOSK_SESSION_LABEL
KIOSK_SESSION_DESCRIPTION

Sun Ray 管理 GUI によ って使用される ラベルおよび説明
をそれぞれ指定します。

KIOSK_SESSION_ARGS セッシ ョ ンスク リプ ト のデフ ォル ト の引数を指定します。  
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セッションスクリプト

セッシ ョ ンスク リプ ト は、 Sun Ray Windows Connector の起動を処理します。 この
スク リプ ト は、 Sun Ray Windows Connector の実行可能フ ァ イルである  
/opt/SUNWuttsc/bin/uttsc に単一なラ ッパーを提供します。

Windows ログイン画面に残る  Windows セッシ ョ ンには 2 分のタイムアウ トが課せ
られています。 このタイムアウ トが経過する と、 関連する  Windows セッシ ョ ンが終
了し、 続いて Sun Ray Windows Connector が終了します。 そのため、 Windows ロ
グインが行われないと、 2 分ごとに リ セッ トするよ う にデスク ト ップユニッ ト に表示
されます。 これを回避するには、 セッシ ョ ンスク リプ トがそれ自身のタイムアウ ト を
サポー ト し、 Sun Ray Windows Connector が終了したこ とが検出されたときにセッ
シ ョ ンスク リプ ト の動作に影響を与えるよ う にします。 タイムアウ ト時間が経過しな
ければ、 セッシ ョ ンスク リプ ト は Sun Ray Windows Connector を再起動します。 タ
イムアウ トが経過すれば、 セッシ ョ ンスク リプ ト は終了し、 キオスクセッシ ョ ンも終
了します。 タイムアウ ト はセッシ ョ ンスク リプ ト の引数と して指定できます。 デフ ォ
ル ト値は 30 分です。

セッションスクリプトの引数

セッシ ョ ンスク リプ ト は多数の引数をサポー ト します。 これらは Sun Ray 管理 GUI 
を使用して指定できます。 サポー ト されている引数の リ ス ト は、 Sun Ray Windows 
Connector の引数と  Sun Ray Windows Connector に関係しない引数に分ける こ とが
できます。 Sun Ray Windows Connector の引数は、 セッシ ョ ンスク リプ ト によ って
処理される こ とはな く 、 直接 Sun Ray Windows Connector に渡されるだけです。
Sun Ray Windows Connector に関係しない引数は、 セッシ ョ ンスク リプ ト自体に
よ って処理されます。

完全な引数の リ ス ト は、 次の例に従った形式で記述して ください。

Sun Ray Windows Connector に関係しない引数

現在サポー ト されている  Sun Ray Connector に関係しない引数は -t のみです。 この
引数は次のよ う に定義されます。

-t <timeout> は、 Sun Ray Windows Connector が終了してからセッシ ョ ンスク リプ
トが終了するまでのタイムアウ ト時間 (秒単位) を設定します。 タイムアウ トが経過
する前に  Sun Ray Windows Connector が終了した場合、 セッシ ョ ンスク リプ ト に
よ って再起動されます。 <timeout> のデフ ォル ト値は 1800 (30 分) です。 0 以下の値
は、 セッシ ョ ンスク リプ トが Sun Ray Windows Connector を決して再起動しないこ
と を表します。

[<Sun Ray Connector に関係しない引数>] [ "--" <Sun Ray Connector の引数>]
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Sun Ray Windows Connector の引数

こ こ には、 任意の有効な uttsc 引数を指定できます。 -m と  -b の  uttsc  引数はデ
フ ォル ト で使用されます。 これら の引数はそれぞれ、 全画面モー ド を有効にし、 プル
ダウンヘッダーを無効にします。  

注 – Sun Ray Windows Connector には、 少な く と もサーバー引数が必要です。 先に
述べたよ う に、 Sun Ray 管理 GUI を使用して、 このサーバー引数をセッシ ョ ンスク
リプ ト の引数リ ス ト に含める こ とができます。

インストールと構成

Sun Ray Windows Connector キオスクセッシ ョ ンは、 Sun Ray Windows Connector 
のインス ト ールの一部と して自動的にインス ト ールされます。 パッケージ名は 
SUNWuttsc-kio です。 Sun Ray Windows Connector キオスクセッシ ョ ンがインス
ト ールされる と、 ユーザーは uttsc コマン ド を指定する必要がな く な り ます。

Sun Ray Windows Connector のキオスク実装を構成するには、 『Sun Ray Server 
Software 4.1 A 管理者マニュアル』 の 「キオスクモー ド 」 を参照して ください。 Sun 
Ray 管理ツールの 「詳細」 タブにある 「キオスクモー ド 」 ページの ド ロ ップダウンメ
ニューから事前定義された記述子である 「Sun Ray Connector for Windows OS」 を
選択します。

次にユーザーは、 同じページの下部にある 「引数」 フ ィールド にセッシ ョ ン引数を追
加して ください  (38 ページの 「セッシ ョ ンスク リプ ト の引数」 を参照)。 必要最低限
の引数はホス ト名なので、 このフ ィールド の内容は少な く と も次のよ う にな り ます。
<myhost.mydomain>.com

-- の前にタイムアウ ト オプシ ョ ン  (-t <timeout>) を追加でき、 さ ら に、 -- の後ろ
に  uttsc オプシ ョ ンを追加できます。 たとえば、 次の記述を指定するコマン ド行は
以下のよ う にな り ます。

■ ユーザーがログインしない場合にセッシ ョ ンが繰り返されるタイムアウ トが 10 分 
(秒単位で指定)

■ プリ ンタ転送

■ スマー ト カー ド の切り替え

■ 最適化された SRWC ホッ トデスク機能の動作

-t 600 -- -r printer:officelaser -r scard:on -O myhost.mydomain.com
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図 B-1 キオスクセッシ ョ ンの選択

注 – SRWC セッシ ョ ンが選択されている場合、 メ インの 「キオスク」 ページでは何
も編集できません。 Sun Ray Windows Connector セッシ ョ ンはアプ リ ケーシ ョ ンの
任意の追加をサポー ト していないので、 「アプ リ ケーシ ョ ン」 リ ス ト は使用できま
せん。
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補足情報

Sun Ray Windows Connector に リ ン ク されている  2 つの機能 (フ ォ ローミー印刷と  
Windows セッシ ョ ンロ ッ ク ) は、 通常、 お客様サイ ト で実装されます。 これら の機能
の実装は、 目的の用途以外で使用する場合に、 特定の公開 Sun Ray インタフ ェース
の使用だけでな く 、 デフ ォル ト では使用できないテク ノ ロジと非公開 Sun Ray イン
タフ ェースにも依存します。 そのため、 これら の機能はこのセッシ ョ ンのサポー ト さ
れている要素と して提供されていませんが、 これら の機能を一般的に実装する方法に
ついて次の節で説明します。

フォローミー印刷

この機能は、 Windows セッシ ョ ンのデフ ォル ト プ リ ンタが Sun Ray DTU 間でユー
ザーと と もに移動して表示されるよ う にするために使用します。 この機能を設定する
には、 次の手順に従います。

1. 対象の DTU ごとに、Sun Ray データストアで関連付けられたプリンタを指定し
ます。

Sun Ray 管理 GUI で該当する  DTU を見つけ、 その 「そのほかの情報」 フ ィール
ド を該当するプ リ ンタの名前に設定します。

2. 現在の Sun Ray DTU の Sun Ray データストアに格納されているプリンタ名を照
会するシェルスクリプトを指定し、その名前をユーザーの $HOME/.printers 
ファイルに記述します。 

次はその例です。

#!/bin/sh
if [ ‘uname‘ = Linux ] ; then
 theFlag="-P"
fi
theMACAddress=‘cd $theFlag $UTDEVROOT ; /bin/pwd | sed 
’s/.*‹............›/\1/’‘
thePrinter=‘/opt/SUNWut/sbin/utdesktop -o |
            grep $theMACAddress           |
            /usr/bin/awk -F, ’{print $3}’‘
echo "_default $thePrinter" > $HOME/.printers



3. utaction を使用して、最初の接続時およびそれ以降、ユーザーが Sun Ray DTU 
間を移動したときに前述したスクリプトを起動します。

これを行う には、 ログインマネージャーと して dtlogin を使用している場合は 
Xsession.d script を指定し、 ログインマネージャーと して Gnome ディ スプ
レイマネージャー (Gnome Display Manager、 GDM)  を使用している場合は 
xinitrc.d script を指定します。 たとえば、 次のよ う に  dtlogin のスク リプ
ト  /usr/dt/config/Xsession.d/1100.SUNWut、 または GDM のスク リプ ト  
/etc/X11/xinit/xinitrc.d/1100.SUNWut を作成できます。

上記に示されている  <path-to-script> は、 プ リ ンタ名を取り出すために作成したス
ク リプ ト のパスにな り ます。

注 – 名前 1100.SUNWut は、 既存のスク リプ ト  0100.SUNWut のあとに このスク リ
プ トが必ず実行または参照されるよ う に意図的に選択されます。 0100.SUNWut は、
前述の最初のスク リプ ト例によ って必要と される  $UTDEVROOT の設定に関わるの
で、 この選択は必須です。

注 – バン ドルされている  gdmgreeter については、 キオスクのマニュアルページを
参照して ください。

4. プリンタを Windows にリダイレクトするためにキオスクセッションスクリプト
引数を変更します。 

これら の引数は Sun Ray 管理 GUI を使用して変更できます。 この例では、 引数 
-r printer:_default を既存の引数に追加する必要があ り 、 その結果、 引数リ
ス ト は次のよ う にな り ます。

myHost は、 uttsc に渡されるサーバー引数に一致します。

Windows セッションロック

ユーザーのセッシ ョ ンが特定の  Sun Ray DTU から離れる場合、 Windows セッシ ョ
ンがロ ッ ク されるほ うが望ましいこ とがあ り ます。 この実装のために一般的に使用さ
れる方法は、 xvkbd を使用してロ ッ ク画面のキース ト ロークを  Windows セッシ ョ ン
に送信する こ とです (utaction によ って起動)。  

#!/bin/sh
/opt/SUNWut/bin/utaction -i -c <path-to-script> &

 -t 1800 -- -m -b -r printer:_default myHost
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前述の例と同様に、 Xsession.d スク リプ ト または xinitrc.d スク リプ ト か ら次の
よ う に  utaction を起動できます。

xvkbd はデフ ォル ト では使用できないので、 必要に応じて xvkbd のインス ト ール場
所を正し く特定できるよ う に前述の  XVKBD の設定を変更して ください。

注 – キース ト ロークシーケンス中にある  \Ml は、 Windows 2003/XP セッシ ョ ンの  
Windows ロ ッ ク を有効にします。 そのほかの  Windows バージ ョ ンの場合、 キース
ト ロークシーケンスの記述の変更が必要なこ と もあ り ます。

#!/bin/sh
XVKBD=/usr/openwin/bin/xvkdb
/opt/SUNWut/bin/utaction  -d "$XVKBD -text ’\Ml’" &
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ï付録 C

問題の対処方法

プリンタのキャッシュ

ユーザーがプリ ンタの ド ラ イバを変更する と、 設定を復元できません。

設定を復元するには、 設定を変更したときに使用したものと同じプ リ ンタ ド ラ イバを
使用します。

注意 – 設定を変更しな く ても、 異なる ド ラ イバを使用する と、 以前の ド ラ イバを使
用するそのプリ ンタ用に格納された設定が無効になる可能性があ り ます。

Windows に表示されないプリンタ

Solaris または Linux のコマンド 行で指定された  Sun Ray プリ ンタが Windows 上で使用
できない  (「 プリ ンタと  Fax」 ビューに表示されない ) 場合、 プリ ンタド ライバ名が正し
く 、 Windows サーバーにインスト ールされているこ と を確認してく ださい。 32 ページ
の 「Sun Ray プリ ンタを  Windows で使用可能にする」 を参照してく ださい。

Windows の印刷

Windows のジ ョブが印刷されない場合、 ローカルプリ ンタ とネッ ト ワークプ リ ンタ
のどち らであ っても  Windows のシステム管理者に問い合わせて く ださい。
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Solaris または Linux の印刷

ジ ョブに問題が発生して、 通常の  UNIX の処理 (lpq、 lprm など ) で診断および修正
できない場合、 適切なシステム管理者に問い合わせて ください。

Sun Ray DTU のローカル印刷

ユーザーは、 Solaris または Linux アプ リ ケーシ ョ ンか ら  Sun Ray DTU にローカル
で接続されたプリ ンタにジ ョブを継続して送信できます。 Windows のジ ョブ用に  
Sun Ray DTU に接続されたプリ ンタにアクセス可能にするには、 ユーザーは uttsc 
CLI を使ってプ リ ンタを指定する必要があ り ます。
28 ページの 「印刷」  と  uttsc のマニュアルページを参照して ください。

「マルチメディアリダイレクション」アイコン

ビデオプレイバッ クでマルチメディ ア リダイレ クシ ョ ン コンポーネン トが使用される
と、 小さい青い  M の文字がタスクバーの黄色いボッ クスにアイ コン と して表示され
ます。
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図 C-1 M アイ コンは、 マルチメディ ア リダイレ クシ ョ ンがアクテ ィブである こ と を
示します

マルチメディアのデバッグ

マルチメディ アの拡張機能を使用している ときにサポー ト されている形式のビデオク
リ ップが再生される と、 デバッグメ ッセージが次のフ ァ イルに記録されます。

■ /var/dt/Xerrors (Solaris の場合)

■ /var/log/gdm/$DISPLAY.log (Linux の場合)

これら のメ ッセージは 表 C-1 に一覧表示されていますが、 これらはデフ ォル ト でオ
フになっています。 これら をオンにした り 、 再度オフにした りするには、 次のコマン
ド を使用します。

# kill -USR2 <Xnewt_process_id>
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注 – Xinerama セッシ ョ ンでは、 DTU 上の  H264 および VC-1 はサポー ト はされませ
ん。 Xinerama セッシ ョ ンでは、 ビデオウ ィ ン ド ウは 1 つの  DTU から別の DTU に ド
ラ ッグされるか、 複数の  DTU にわたる場合があ り ますが、 H264 および VC-1 の
オーディオ/ビデオの同期のサポー ト は主 DTU に制限されてお り 、 DTU 間でのビデ
オの同期はできません。 H264 および VC-1 ビデオは、 Sun Ray 1 DTU で描画される
場合と同じ方法でアプリ ケーシ ョ ンによ って描画されます。

表 C-1 マルチメディ アのエラーメ ッセージ

メッセージ コメント

Display :3.0 Video port Id 39 YUV: YV12

Display :3.0 Video port Id 39 YUV: I420

Display :3.1 Video port Id 49 YUV: YV12

XVideo のス ト リ ームの開始。 XVideo プロ ト コル
は開始/停止を必要と しないため、 新しいデバッ
グメ ッセージなしでアプ リ ケーシ ョ ンが複数のス
ト リ ームを送信する場合があ り ます。

Display :3.0 Video port Id 39 YUV: YV12 low 
bandwidth on

Display :3.0 Video port Id 39 YUV: YV12 low 
bandwidth ended

XVideo ス ト リ ームが低帯域幅のロジ ッ クを使用
していいるか、 または帯域幅が増加したため通常
のロジ ッ ク を再開しています。

Display :3.0 Video port Id 39 Compressed: H264

Display :3.0 Video port Id 39 Compressed: VC1

XvEnc 圧縮されたビデオス ト リ ームの開始。

Display :3.0 Video port Id 39 YUV: YV12 
hotdesked

Display :3.0 Video port Id 39 Compressed: H264 
hotdesked

ス ト リ ームが DTU に接続されました。

Display :3.0 Video port Id 39 Compressed:

H264 hotdesked firmware does not support 
compressed video

デコーディ ングをサポー ト しない  DTU にXvEnc 
ス ト リ ームが接続されました  (P8 以外または古い
フ ァームウェアを持つ  P8)。

Display :3.1 Video port Id 49 YUV: YV12 マルチヘッ ド構成では、 どのヘッ ド でビデオが再
生されるかが表示されます。 各ヘッ ド のポー ト  
ID は異なる範囲にあ り ます。
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uttsc エラーメッセージ

Sun Ray Windows Connector のエラーメ ッセージは、 表 C-2 に一覧表示されていま
すが、 これらはデフ ォル ト でオフになっています。 これら をオンにした り 、 再度オフ
にした りするには、 次のコマン ド を使用します。

こ こでは、 <pid> とは、 個々の  Sun Ray セッシ ョ ンの  Xnewt プロセスのプロセス  ID 
です。 メ ッセージを再度オフにするには、 2 次信号 USR2 を  Xnewt プロセスに送信
します。

# kill -USR2 <pid>

表 C-2 uttsc エラーメ ッセージ

メッセージ コメント

Error (%d): Unable to establish 
data store connection.

Sun Ray Windows Connector は Sun Ray データス ト アへの接続を
開けませんでした。 SRDS が Sun Ray ソ フ ト ウ ェア用に構成され
ていて、 到達可能である こ と を確認して く ださい。 また、 Sun 
Ray Windows Connector を起動する前に、 正常に構成されている
こ と も確認して く ださい。

Error(%d): Unable to determine SRSS 
version.

SRWC は SRSS のバージ ョ ン情報を判断できませんでした。 SRSS 
4.1 以降がインス ト ールされ、 正常に構成されている こ と を確認し
て ください。

Error(%d): Unable to launch Sun Ray 
Connector. Only SRSS 4.1 and above 
are supported.

SRWC 2.1 は、 SRSS 4.1 以降でのみサポー ト されています。 正し
いバージ ョ ンの  SRSS がインス ト ールされている こ と を確認して
ください。

Sun Ray session is not connected, 
please try again.

接続済みの有効な Sun Ray セッシ ョ ンか ら  SRWC が起動される こ
と を確認して く ださい。

Cannot obtain DTU MAC address. SRWC は、 Sun Ray 認証マネージャに接続して DTU MAC ア ド レ
スを取得する こ とができませんでした。 このデーモンが到達可能
である こ と を確認して ください。

Error: Sun Ray Token ID cannot be 
determined. Sun Ray Connector can 
only be launched from a Sun Ray 
session.

Sun Ray セッシ ョ ン以外 (telnet またはコンソールなど ) から  
SRWC が起動されました。 SRWC は、 接続済みの  DTU セッシ ョ
ンか ら のみ起動できます。

Unable to create new audio device. Using 
default audio device.

utaudio は、 新しいオーディオデバイスの作成に失敗しました。
詳細については、 utaudio によ って記録されたメ ッセージを確認
して ください。 SRWC は、 セッシ ョ ンのデフ ォル ト のオーディオ
デバイスを使用しよ う と します。
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Device <device_name> is not 
allocated. Audio will not work in 
this session. Continuing..

Solaris Trusted Extensions プラ ッ ト フ ォームでは、 デフ ォル ト の
オーディオデバイスが割り当てられていない場合、 SRWC は新し
いオーディオデバイスまたはデフ ォル ト のオーディオデバイスを
使用できません。 この場合、 SRWC セッシ ョ ンは続行されます
が、 オーディオはサポー ト されません。

åxçê. Printer preferences will not 
be stored. Please run uttscadm to 
complete configuration before 
launching Sun Ray Connector.

Sun Ray Windows Connector を起動する前に  uttscadm が実行さ
れていない場合、 Windows ターミナルサーバーによ って送信され
たプ リ ンタの設定は格納されないため、 後で再使用できません。
これは致命的なエラーではあ り ません。 起動するまでセッシ ョ ン
は続行されます。

Unable to connect to Sun Ray 
Connector Proxy. Please ensure 
uttscadm has been run before 
launching the Sun Ray Connector.

プロキシデーモン  (uttscpd) が起動していて実行中である こ と を
確認して ください。 uttscadm が実行および構成される前に、
Sun Ray Windows Connector が起動された場合、 Sun Ray 
Windows Connector プロキシは到達不可能にな り ます。 このメ ッ
セージは Solaris システムでのみ表示されます。  

Unable to launch Sun Ray Connector. 
Please ensure utconfig has been run 
before launching the Sun Ray 
Connector.

(Sun Ray Server Software から ) utconfig を使用して Sun Ray 
データス ト アを構成しないで Sun Ray Windows Connector を起動
した場合、 コネク タを使用できません。

表 C-2 uttsc エラーメ ッセージ

メッセージ コメント
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用語集

A
AAC 先進的音響符号化 (Advanced Audio Coding)。 比較的低いビ ッ ト レー ト で比較

的高品質な配信が可能な、 「劣化を伴う」 圧縮形式。

ALP Sun Appliance Link Protocol。 Sun Ray サーバーと  DTU 間で通信を行うための、
ネッ ト ワークプロ ト コル群。

C
CABAC コンテキス ト適応型 2 値算術符号化 (Context-adaptive binary arithmetic 

coding)。 H.264/MPEG-4 AVC ビデオのエンコーディ ングで使用される、
「劣化のない」 エン ト ロピー符号化方式。

CAM Sun Ray Server Software のアクセス制御モー ド の以前の実装。 現在の実装はキ
オスクモー ド と呼ばれる。

D
DTU Sun Ray デスク ト ップユニッ ト  (以前のデスク ト ップターミナル装置)。
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H
H.264 広範なビ ッ ト レー ト および解像度のために  MPEG および VCEG によ って開発

された、 ビデオ圧縮のための規格。 MPEG-4 AVC (高度ビデオ符号化、
Advanced Video Coding) および MPEG-4 Part 10 と も呼ばれる。

M
MPPC Microsoft Point-to-Point Compression プロ ト コル。

P
PCM パルス符号変調。

R
raw 印刷待ち行列 印刷ド ラ イバを指定しないで有効にされた印刷待ち行列。 データをプリ ンタに

送信する前に処理する代わ り に、 lp ユーティ リテ ィーが生の処理されていない
データをプリ ンタに送信する。

RDP Microsoft Remote Desktop Protocol。

S
Sun Ray DTU 以前はデスク ト ップターミナル装置と呼ばれたデスク ト ップ装置。 Sun Ray 

サーバーにキース ト ロークおよびマウスイベン ト を送信し、 Sun Ray サーバー
から表示情報を受信するために使用される機器。 Sun Ray DTU ハー ド ウェアに
は組み込み型のスマー ト カー ド リーダーが付属し、 また、 ほとんどのモデルに
はフ ラ ッ ト パネル画面がある。
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T
thin クライアント コンピューティ ング能力や大容量メモ リーなどのコンピュータサーバーの資源

に遠隔アクセスする ク ラ イアン ト 。 Sun RayDTU は、 コンピューテ ィ ング能力
や記憶装置のすべてをサーバーに依存する。 ク ラ イアン トサーバー処理モデル
内部では、 thin ク ラ イアン ト は、 ローカルのオペレーテ ィ ングシステム、 アプ
リ ケーシ ョ ン、 ディ スクデバイス、 フ ァ ン、 または fat ク ラ イアン ト の操作に
必要なそのほかのデバイスがないこ とで、 fat ク ラ イアン ト と区別される。

U
URI Uniform Resource Identifier。 World Wide Web 上のオブジェ ク ト を参照する、

すべての種類の名前とア ド レスを指す一般用語。  

URL Uniform Resource Locator。 World Wide Web 上にある ド キュ メン ト などの リ
ソースのグローバルア ド レス。 URL は URI の特殊な形式である。

V
VC-1 画像または一連の画像を格納するための、 シンプルで劣化のないメカニズム。

W
Windows ターミナル Windows ターミナルサーバー上にある  Windows アプリ ケーシ ョ ンにアクセス

するために使用されるデバイス。

Windows ターミナル

サーバー 遠隔ターミナルまたはク ラ イアン ト用の  Microsoft アプリ ケーシ ョ ンをホス ト
するサーバー。  

WMA Microsoft によ って開発された、 Windows Media オーディオデータの圧縮フ ァ
イル形式およびコーデッ ク。
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Y
YUV アナログテレビで使用されているカラーエンコーディ ングシステム。

あ
アップストリーム

オーディオ ク ラ イアン ト か ら の音声をサーバーに録音する機能。

き
キオスクモード 匿名のユーザーアカウン ト で、 UNIX ログインなしでセッシ ョ ンを実行する機

能。 キオスクセッシ ョ ンは、 事前構成された、 通常は制限されているソ フ ト
ウェア環境を提供する。 以前のバージ ョ ンの  SRSS バージ ョ ン  4.0 では、 キオス
クモー ド とい う用語はCAMと同じ意味で使用されていた。 SRSS バージ ョ ン  4.0 
以降、 このモジュールは完全に書き換え られ、 正式にキオスクモー ド と呼ばれ
ている。 SRSS 3.1 以前では、 CAM とい う用語は実装のこ と を指している。

く
クライアント 通常この用語は、 Sun Ray thin ク ラ イアン トデスク ト ップ装置などの物理ハー

ド ウェアを指すと と もに、 サーバーのコンピューテ ィ ング能力、 メモ リー、 ア
プ リ ケーシ ョ ンなどの リ ソースにアクセスするプロセスを指す。 サーバーは遠
隔またはローカルで配置される。 このコンテキス ト では、 Sun Ray DTU は Sun 
Ray サーバーのク ラ イアン ト であ り 、 Sun Ray Windows Connector ソ フ ト ウェ
アは Windows ターミナルサーバーのク ラ イアン ト である。

クライアントサーバー ネッ ト ワークサービスとそのサービスのユーザープロセスを表す一般的な用
語。 この用語は、 デスク ト ップと、 よ り大きなコンピューテ ィ ング装置との広
範なや り取り に適用されるが、 thin ク ラ イアン ト モデルでは、 コンピュータ処
理のすべて、 またはほぼすべてがサーバー上で実行される。
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こ
コーデック デジタル データ  ス ト リームまたは信号をエンコーディ ングまたはデコーディ ン

グできるデバイスまたはプログラム。

さ
サーバー 一般的に、 リ ソースの管理およびク ライアン トへのサービスの提供を行うネッ

ト ワークデバイスと して定義される。 このマニュアルでは、 特に、 Sun Ray 
セッシ ョ ン と  DTU をホス トする  Sun Ray サーバー、 および Sun Ray Windows 
Connector などの  RDP ク ラ イアン トが接続する  Windows アプリ ケーシ ョ ンの
ホス ト と して動作する  Windows ターミナルサーバーを指す。 Sun Ray DTU は 
Sun Ray サーバーのク ライアン ト であ り 、 Sun Ray Windows Connector は 
Windows ターミナルサーバーのク ライアン ト である。

サーバーファーム 負荷分散ソフ ト ウェアで リ ンク されたサーバー群。

サービス Sun Ray Server Software の利用を目的と して Sun Ray DTU に直接接続できる
すべてのアプリ ケーシ ョ ン。 オーディオ、 ビデオ、 X サーバー、 そのほかのマ
シンへのアクセス、 および DTU のデバイス制御などのアプリ ケーシ ョ ンを利
用できる。

せ
セッション 1 ユーザーに関連付けられる一連のサービス。

セッションディ
レクトリ どのユーザーが、 どの  Windows ターミナルサーバーで、 どのセッシ ョ ンを実

行しているかを追跡するデータベース。 ユーザーは切断した  Windows セッ
シ ョ ンに再接続する こ とができる。

セッションの可動性 ユーザーのログイン  ID またはスマート カード に組み込まれたト ーク ンの
「 移動」 を可能にするセッ ショ ンの機能。
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た
ターミナルサーバー

クライアント Windows ターミナルサーバー上でホス ト される遠隔セッシ ョ ンにアクセスする
ために使用される ク ラ イアン ト ソ フ ト ウェア。 この場合は、 Sun Ray Windows 
Connector。

ダウンストリーム
オーディオ サーバー上にあるアプリ ケーシ ョ ンを使用してク ラ イアン ト上のオーディオ

フ ァ イルを再生する機能。 たとえば、 .wmv フ ァ イルを遠隔の Windows ターミ
ナルサーバーで再生して Sun Ray DTU 上で聞く こ とができる。

て

データストア Sun Ray データス ト アは、 フ ェ イルオーバーグループなど、 い く つかの  Sun 
Ray Server Software の管理に必要な情報の リポジ ト リである。 Sun Ray 
Windows Connector はこれを利用してライセンス情報およびプリ ンタ設定を格
納する。

ほ

ホットデスク ユーザーがスマー ト カー ド を取り出して、 同じサーバーグループ内のほかの  
DTU に挿入する と、 ユーザーのセッシ ョ ンがユーザーと と もに移動する。 これ
によ って、 ユーザーは使用しているウ ィ ン ド ウ環境とアプリ ケーシ ョ ンに複数
の  DTU から瞬時にアクセスする こ とができる。
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アクセス制御モード , 37

圧縮, 25

アッ プグレード 手順, 18

アンインスト ール, 17

暗号, 25

い
印刷待ち行列, 29

え
エラーメ ッ セージ , 49

か
画像通信プロ ト コル (Appliance Link Protocol、
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つ
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ふ
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